特別管理産業廃棄物管理責任者について

　

ポリ塩化ビフェニル廃棄物（以下「PCB廃棄物」という。）は、廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律（以下「法」という。）により、特別管理産業廃棄物となりますので、PCB廃棄物を保管するようになれば、PCB廃棄物の処理に関する業務を適切に行わせるため、保管している事業場ごとに特別管理産業廃棄物管理責任者を設置しなければなりません。

（法第１２条の２第8項）

　なお、法で定められた特別管理産業廃棄物管理責任者の資格については次のとおりです。

　（法第１２条の２第9項、法施行規則第８条の１７第２号）

	イ　２年以上環境衛生指導員の職にあった者

	ロ　大学の理学、薬学、工学若しくは農学の課程において衛生工学若しくは化学工学に関する科目を修めて卒業した後、２年以上廃棄物の処理に関する技術上の実務に従事した経験を有する者

	ハ　大学の理学、薬学、工学又は農学若しくはこれらに相当する課程において衛生工学若しくは化学工学に関する科目以外の科目を修めて卒業した後、３年以上廃棄物の処理に関する技術上の実務に従事した経験を有する者

	ニ　短期大学（専門職大学の前期課程を含む。）若しくは高等専門学校の理学、薬学、工学、農学若しくはこれらに相当する課程において衛生工学若しくは化学工学に関する科目を修めて卒業した後、４年以上廃棄物の処理に関する技術上の実務に従事した経験を有する者

	ホ　短期大学（専門職大学の前期課程を含む。）若しくは高等専門学校の理学、薬学、工学、農学若しくはこれらに相当する課程において衛生工学若しくは化学工学に関する科目以外の科目を修めて卒業した後、５年以上廃棄物の処理に関する技術上の実務に従事した経験を有する者

	ヘ　高等学校若しくは中等教育学校において土木科、化学科若しくはこれらに相当する学科を修めて卒業した後、６年以上廃棄物の処理に関する技術上の実務に従事した経験を有する者

	ト　高等学校若しくは中等教育学校において理学、工学、農学に関する科目若しくはこれらに相当する科目を修めて卒業した後、７年以上廃棄物の処理に関する技術上の実務に従事した経験を有する者

	チ　10年以上廃棄物の処理に関する技術上の実務に従事した経験を有する者

	リ　イからチまでに掲げる者と同等以上の知識を有すると認められる者

　（例）　財団法人 日本産業廃棄物処理振興センターの主催する「特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会」を修了した者


